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久しぶりの休息 

昨年の 10 月以来 7 か月振りに小生の大好きな趣味のスキューバダイビングに 6 月 7 日～8 日の 1 泊 2

日の日程で本州最南端の串本に行ってきました。 

前日の天気予報は曇りもしくは多少の雨でしたが、小生の日頃の行いが良いのか解りませんが 2 日とも

天候は梅雨にしては凄く良かったと思います。海水温はまだエルニーニョの感じ無い平年並みの 22 度でし

た。風もなく海は凪でした。ただし沖合の外洋ポイントはインドネシアバリ島の事故以来凄く慎重になっ

ているので行きたかったポイント浅地から北の根に変更されました。スポーツはスリルが一番大事ではな

く安全が一番大事なスポーツだと現地インストラクターは言っていました。 

写真は過去 5 年間この時期にダイビングに出かけている友人の西村様です。彼は建築学科の大学院の修

士課程を卒業後社会福祉法人の関係の仕事に携わっています。小生と同じ人間関係のストレスを年中感じ

ていてその解消が唯一同じ趣味のスキューバダイビングです。 

 

 

 

 

 

海の中はいつもと変わらず我々を含むダイバーを歓

迎してくれたと思います。 

珍しいジョーフィシュが頭を出しています。 

 



もっと気軽に第 100号に広告を出してください。（別紙・ゲラ参考） 

平成 18 年 4 月 25 日に産声を上げた服部新聞ですが、ようやく 8 年目にして新聞らしくなったと思うの

は、自己満足でしょうか。第一号を書き始めた動機は何とか材木屋の閉塞状況を脱出したいと思う清らか

な心で書きましたが、当時の記事を今見ると全く何を言っているのか自分でも解りませんが、記念する 100

号到達の結果を見ればまずまずの出だしだったと思います。（記念の第 1号↓） 

ところで材木屋と言う職業は人の真似ばかりす 

る業界です。以前はこの考え方が主流でした。 

一般の材木屋のやり方は人が販売している単価 

より安く売りに行くのが主な仕事でした。確かに 

木材資源が有り余っている時代はこれで良かった 

と思いますが、大事な事を何点か忘れていました。 

以下に書きます。 

1、ホームセンターを甘く見た。       

 2、プレハブメーカーを甘く見た。 

3、幾らでも材木は有ると思った。      

 4、住まいの工法が大きく変化した。 

5、森を知らない材木屋が多い。          

 6、木を知らない材木屋が多い。 

7、素晴らしい国内の人工林の活用。     

 8、激化している世界的の資源の獲得競争。 

9、違法伐採の厳しい取り締まり。 

10、成熟社会に合わせた物作りが望まれて 

  いるが未だ実現していない。 

まだまだ多くの課題が有ると思います。その解 

決手段と申しましょうか方法は有るとは思います 

が、そう簡単に理想『自然の恵みで有る人間の健康に一番優しい木材が適正価格で使われる世の中。その

住まい作りに参加する者達（建築士さんから大工・左官職人も含めて）も正当な対価に対して正当な報酬

で報われる社会。しかも品質の競争は絶えず続く健全な成熟社会を構成する。』は簡単に実現できないと思

います。 

ところで小生が以前、建築士２名・工務店１名・家具メーカー１名・デザイナー1 名・小生材木屋１名

合計６名で作った組織（ＬＬＰ・正しい住まい作りを手助けする団体）は結果的に失敗『立場的に目指す

理想は同じでも、お金に対する考え方の違いで小生から申し立て解散しました。発足から３年目に成果が

出なかった。これ以上やっても時間の無駄だと思いました。小生が持っているマンションの１室を無償で

２年間貸しました。』でしたが、この考え方・方向は間違っていなかったと思います。そうかと言って小生

が仲間を募っているのでは有りません。 

あくまで素晴らしい日本の伝統文化の新しい住まい作りの新しい方法を皆様と一緒に考える手段が今回

の企画です。この程度の企画では物足りない事でないかと言われる方がいらっしゃると思いますが、小生

の過去の失敗から学ぶと今実行出来る唯一の方法だと思っています。 

この広告が皆様の営業にすぐ結びつくとは思いませんが、しかし何もしなくては、衰退する材木屋と同

じ轍を踏むだけでは有りませんか。 

又現在の服部新聞の送り先はメール・郵便合わせて２０００人いらっしゃいます。その内３００人はエ

ンドユーザーの方達です。その方達は趣味で木の物作り等に励んでいて、木に対しての愛着は凄いです。

その方達の為は将来クライアントになる可能性の有る方々です。是非積極的に売り込んで頂きたいと思います。 



大幅に値上がりします。 

左の記事はロシア産ナラ・タモ材が規制の対

象になると歌っていますが、この関連でほぼ全

ての住宅関連商品が値上がりします。 

ロシア産タモ・ナラが日本国内で原木もしくは

製材品で流通しているのは年間 2万立法程度と

同記事から読み取れますが、実はこの数字に出

ていない内装材が本当に多く流通しているので

す。 

第一に中国国内で製造されているフローリン

グ（ユニ・タイプ）です。このフローリングの材料

の殆どは所謂違法伐採の原木から製材され加

工されて日本に輸入されています。この違法伐

採に対する証拠を出せとこの商材を商いにして

いる方に仮に言われたとすれば、小生はこう『価

格が余りに安すぎる商品は何か特殊な理由が

なければ成立しません。そうでないと仰るのでし

たら正規に輸入された原料から製材加工された

商品ですと証明してください。』お答えします。 

次に集成材のフリー盤（EX長さ 4200 ﾐﾘ・厚み

２５ミリ・巾 500 ﾐﾘ）も怪しい商品です。 

木材製品は必ず原木から製材されないと出来ません。そして原木から製材すると色んな用途の材が出来ます。

巾広の板・柾目の板・板目の板・短い板・長い板・色んな厚みの板等々凄く多くのアイテムの商品が出来ます。その

中で最も値段が安いのがフリー盤の原料です。日本で集成原板と呼ばれる材です。 

フリー盤の日本国内と中国国内の製造コストは確かに中国が安いとは言えますが、現在では半値では有りませ

ん。しかし日本国内多く販売されている集成材のフリー盤は国内で製造する物の今でも大よそ半値です。と言う事

は製造原価がそんなに安くなく日本国内の販売単価が半値と言う事は違法伐採の原料で製造していると疑われて

も仕方がないのです。もし絶対に違法伐採ではない原料を使っていると言う方が有れば、逆に正規の証明書を出

してほしいと思います。 

又もう一つ我々材木屋が目にしないルートが有ります。それは中国経由の家具の半製品のルートです。このﾙｰﾄ

の材がどれだけ多く流通しているのか知っている方は大勢いませんが、昔からこのルートの延長線上に家具メーカ

ーが存在していると聞いています。 

ここまでは中国及びロシアの森の話ですがこの話が全世界的な木材高騰につながる可能性が有るのです。それ

を小生は心配します。 

その理由は木材資源を多く所有する国は他にはアメリカとヨーロッパとアフリカと東南アジアです。その中で東南

アジアの森林の多くはもう多くの木材資源を搬出出来る森林では有りません。現在のインドネシア・マレーシア政府

は大事に木材資源を利用していこうと言う方針に変化しています。 

次にヨーロッパ諸国特に東ヨーロッパの国々は多くの木材資源が残されていますが、徹底的に森林が管理され

計画伐採が徹底されています。従って多くの供給を望むのは無理です。 

アフリカにはまだ多くの森林資源が残されていますが、固くて重い樹種が多い為に幅広い用途の樹種が限られ

ていますので事実上穴埋めは無理です。 

 やっぱり何と言っても最後行きつく所アメリカ材しかないのです。しかしこの森林も計画伐採が徹底されており今

回のロシアの違法伐採を制限する処置が発令され大幅に生産される材料不足を緩和する生産は事実上無理なの

です。以上の諸条件で木材価格が高騰してもおかしくない状況に陥る可能性が有ります。 



木を使わないで下さい。 

こんなショックな事を書いて生意気だと思われる方が大勢いると思います。しかし極端な考え方を皆様

にお伝えしなければならない状況に近い将来なる可能性が有るのです。 

現在の日本の国内の木材需要は以下の様になっています。この資料は林野庁のページからお借りしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本国内の木材の受給は高度経済成長時代以前、国内産木材資源で賄えていて、それ以降賄えなくなっ

てきていると上の表は物語っています。確かにそのとおりですが、何故賄えなくなったのかを具体的に考

えた方はそんなに多くないと思います。それを解いていくと小生が何を言いたいのか解ると思います。 

1、 布団からベットの生活に変化して、畳の部屋から変化した。 

2、 欧米流の食生活に変化し、食べ方が変わった。ちゃぶ台からテーブルに変化した。 

3、 家族一人ずつの部屋が有った方が良いと言う考え方の台頭で住まいの部屋作りが劇的に変化した。 

4、 住まい作りの大きな流れが工業化の住まい作りに変化した。 

まだまだ日本国内の需要サイド側の理由は有ると思いますが、とりあえず 

今度は木材の受給の事を書きます。 

1、 昭和 29年に襲来した洞爺丸台風の為に日本全国で膨大な風倒木が出た。その被害が甚大で有った。又

当時木材消費が旺盛に増える時代に突入した。 

2、 木材大量消費時代に対応する林業政策が出来なかった。成長の遅い広葉樹原木を伐採したのち針葉樹

ばかり植林した為に広葉樹原料が不足し針葉樹原料の価格が大幅に下がった。 

3、 昭和６０年位から日本国内も計画伐採を施し、天然林の保護育成に取り組んではいるが、広葉樹の森

を復活させて循環型森林に日本国内の森林を全て転換するのはまだ少なくとも１００年は掛る。 

4、 日本以外の外国に優良な品質の木材は残っているが、世界的に天然資源の獲得競争が今後拍車を掛け

て入手が厳しくなるので当然価格は上がる。 

自然環境所謂森林から日本人を見ると多分以下の様に言っていると小生は思います。 

1、 生半可な設計『森林から見た場合３０年位でつぶす今の日本の住まい作りには優良な木材は使ってほ

しくないと木は言っていると小生は思います。』 

2、 適材・適所とは何かを徹底的に考えて欲しい。ヒノキの管柱を例に挙げます。和室の無い家は森林の

敵で有る。ヒノキの立木を伐採した時、元一番玉は無節材になる。これ『無節材を長押・廻縁・柱等

の日本家屋の内装用材に』を使って頂かないと森林管理・経営は成り立たない。 

以上凄く強烈な小生の話ですが、この話は真実です。本当に木に優しい設計をお願いします。 


